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1. 2026年3月期第3四半期の連結業績（2025年4月1日～2025年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する
四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年3月期第3四半期 2,271 △4.2 △282 ― △309 ― △361 ―

2025年3月期第3四半期 2,370 △16.1 △249 ― △203 ― △210 ―

（注）包括利益 2026年3月期第3四半期　　△369百万円 （―％） 2025年3月期第3四半期　　△205百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2026年3月期第3四半期 △6.43 ―

2025年3月期第3四半期 △3.74 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年3月期第3四半期 3,519 2,707 76.8 46.63

2025年3月期 3,330 2,675 80.3 47.57

（参考）自己資本 2026年3月期第3四半期 2,704百万円 2025年3月期 2,675百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

2026年3月期 ― 0.00 ―

2026年3月期（予想） ― ―

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

※2026年３月期の配当予想は未定であります。

3. 2026年 3月期の連結業績予想（2025年 4月 1日～2026年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,200 3.3 △200 ― △190 ― △230 ― △4.09

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年3月期3Q 61,390,448 株 2025年3月期 59,640,348 株

② 期末自己株式数 2026年3月期3Q 3,396,207 株 2025年3月期 3,396,007 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年3月期3Q 56,271,001 株 2025年3月期3Q 56,244,426 株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 無

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

※本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ3 「１．経営成績等の概況　（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧

ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

　当第３四半期累計期間における我が国経済は、雇用・所得環境に一部改善の動きが見られたものの、長期化する

物価上昇や円安の進行により家計の節約志向が強まり、個人消費は力強さを欠く状況が続きました。また、海外経

済の減速懸念や地政学的リスクの高まり、資源価格や原材料価格の変動などもあり、企業を取り巻く経営環境は依

然として不透明な状況で推移いたしました。

　このような状況の中、当社グループは前期に構造改革を実施し、不採算事業から撤退するとともに、中長期的な

価値創造を見据えた事業に経営資源を集中し、成長基盤の構築を進めてまいりました。構造改革によるコスト削減

の効果はあったものの、きものを除く全セグメントにおいて減収、また、円安等による仕入コストの上昇や物流コ

ストの上昇なども影響しましたが、ファッション事業及びマテリアル事業において営業利益は改善いたしました。

しかしながら、臨時株主総会の費用及び新規事業に関わる費用等を計上した結果、全社において減収減益となりま

した。

　経常利益においては、2025年８月４日に公表いたしました「親会社、その他の関係会社、主要株主及び主要株主

である筆頭株主の異動」に記載のとおり、親会社であったRIZAPグループ（株）が、Bakkt Opco Holdings,LLCへ株

式を譲渡したことに伴い、新規事業への資金調達に関わる弁護士費用等及び新株予約権発行費を計上いたしまし

た。

　加えて、中間期に当社が保有する一部固定資産について、収益性の低下が見られたため、減損損失として特別損

失に42百万円を計上いたしました。

　この結果、売上高は22億71百万円（前年同期比4.2％減）、営業損失は２億82百万円（前年同期は営業損失２億

49百万円）、経常損失は３億９百万円（前年同期は経常損失２億３百万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失

は３億61百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失２億10百万円）となりました。

　セグメントの業績は次のとおりであります。

（きもの事業）

　専門店事業は、新規催事企画の推進、新商品の販売等新たな取り組みが成果を得ましたが、前期の大型倒産によ

る影響と大手きものチェーン店が大きく落ち込み減収減益、百貨店事業は、百貨店単独売場化を推進し、第３四半

期連結累計期間においては前年を上回る結果となりましたが、単独売場化に伴う販売コストが重みとなり増収減益

となりました。

　この結果、売上高は４億94百万円（前年同期比2.0％増）、営業損失は84百万円（前年同期は営業損失60百万

円）となりました。

（ライフスタイル事業）

　ヘルスケア部門において、大口取引先からの受注が軟調に推移し減収減益となりました。

　この結果、売上高は27百万円（前年同期比20.4％減）、営業損失は６百万円（前年同期は営業損失４百万円）と

なりました。

（ファッション事業）

　新規事業として昨年から取り組んでいるショップチャンネル部門が放映回数の増加により大幅に増収増益、ジュ

ニア部門は、円安による原価高が影響しましたが、収益性を鑑みた取引先の選択と集中により増収増益、ホームフ

ァッション部門は、円安進行による原価高をコスト削減で吸収し減収増益、ミセス部門の卸事業は、PB品の受注が

好調に推移しましたが、催事販売は開催数の減少が影響し減収減益、SHOP事業は、前期での出店により前年並みと

なりましたが、販売コストが重みとなり減益、ファッション事業全体で減収ながら営業利益は改善いたしました。

　この結果、売上高は11億19百万円（前年同期比2.9％減）、営業利益は17百万円（前年同期は営業損失11百万

円）となりました。

（マテリアル事業）

　国内事業は、国内アパレルメーカーからの受注減により減収、上海事業は、中国内需の取引は引き続き厳しい状

況にありましたが、国内事業との連携により日本への販売が好調に推移し増益となりました。国内事業及び上海事

業ともにコストの大幅削減を行ったことにより営業損失は縮小いたしました。

　この結果、売上高は６億21百万円（前年同期比9.9％減）、営業損失は14百万円（前年同期は営業損失34百万

円）となりました。
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（２）当四半期の財政状態の概況

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末における流動資産は33億34百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億21百万円増

加いたしました。これは主に短期貸付金が４億10百万円減少しましたが、現金及び預金が４億73百万円、商品及び

製品が77百万円、電子記録債権が58百万円増加したことによるものであります。固定資産は１億85百万円となり、

前連結会計年度末に比べ32百万円減少いたしました。これは主に有形固定資産が34百万円減少したことによるもの

であります。

　この結果、総資産は35億19百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億89百万円増加いたしました。

（負債）

　当第３四半期連結会計期間末における流動負債は７億83百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億56百万円増

加いたしました。これは主に電子記録債務が79百万円、その他の流動負債が40百万円増加したことによるものであ

ります。固定負債は27百万円となり、前連結会計年度末に比べ０百万円増加いたしました。

　この結果、負債合計は８億11百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億56百万円増加いたしました。

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は27億７百万円となり、前連結会計年度末に比べ32百万円増加

いたしました。これは主に親会社株主に帰属する四半期純損失計上により利益剰余金が３億61百万円減少したもの

の、新株予約権の権利行使により資本金及び資本準備金がそれぞれ１億99百万円増加したことによるものでありま

す。

　この結果、自己資本比率は76.8％（前連結会計年度末は80.3％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2026年３月期の業績予想につきましては、2025年11月11日公表の業績予想から変更はありません。

（４）継続企業の前提に関する重要事象等

　当社グループは、前連結会計年度において、営業損失３億55百万円及び経常損失３億円、親会社株主に帰属する

当期純損失４億７百万円を計上する結果となりました。当社グループの業績は、前連結会計年度まで７期連続で営

業損失、経常損失を計上しております。そのため過去の業績も考慮し、継続企業の前提に関する注記を開示するま

でに至りませんが、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しているものと認識して

おります。

　当社グループといたしましては、当期の利益計画において連結営業損失を見込んでおりますが、2025年８月４日

に公表いたしました「親会社、その他の関係会社、主要株主及び主要株主である筆頭株主の異動」による当社株式

の譲渡に伴い、2025年11月11日に開催した臨時株主総会において定款の一部変更が承認されたことを受け、新経営

体制のもと新規事業（暗号資産事業）への取り組みを目的として新たな資金調達を行っております。これにより、

保有現預金から資金計画上、継続企業の前提に関する不確実性は認められないものと判断しております。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 474,747 948,617

受取手形、売掛金及び契約資産 399,529 421,981

電子記録債権 107,644 165,728

商品及び製品 937,763 1,015,072

原材料及び貯蔵品 43,002 47,650

短期貸付金 1,110,000 700,000

その他 50,770 46,145

貸倒引当金 △10,935 △11,175

流動資産合計 3,112,522 3,334,020

固定資産

有形固定資産 117,107 82,362

無形固定資産 - 421

投資その他の資産

その他 184,846 188,886

貸倒引当金 △84,311 △86,421

投資その他の資産合計 100,535 102,465

固定資産合計 217,642 185,249

資産合計 3,330,164 3,519,269

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 280,779 296,026

電子記録債務 210,055 289,126

未払法人税等 8,126 29,957

その他 128,344 168,379

流動負債合計 627,305 783,490

固定負債

資産除去債務 9,899 9,944

その他 17,568 18,005

固定負債合計 27,467 27,949

負債合計 654,773 811,440

純資産の部

株主資本

資本金 100,000 299,399

資本剰余金 3,236,690 3,436,089

利益剰余金 △359,519 △721,394

自己株式 △389,580 △389,694

株主資本合計 2,587,590 2,624,399

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 8,650 9,476

為替換算調整勘定 79,150 70,386

その他の包括利益累計額合計 87,800 79,863

新株予約権 - 3,566

純資産合計 2,675,391 2,707,829

負債純資産合計 3,330,164 3,519,269

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年12月31日)

売上高 2,370,112 2,271,233

売上原価 1,590,410 1,503,610

売上総利益 779,702 767,623

販売費及び一般管理費 1,029,580 1,049,969

営業損失（△） △249,877 △282,345

営業外収益

受取利息 47,413 46,835

受取配当金 1,547 1,689

為替差益 2,255 1,227

その他 1,367 3,676

営業外収益合計 52,584 53,429

営業外費用

支払利息 262 161

支払手数料 - 35,764

新株予約権発行費 - 39,376

株主優待関連費用 5,494 5,002

その他 41 274

営業外費用合計 5,799 80,578

経常損失（△） △203,091 △309,495

特別損失

減損損失 - 42,059

その他 - 5,702

特別損失合計 - 47,762

税金等調整前四半期純損失（△） △203,091 △357,257

法人税、住民税及び事業税 7,434 4,617

法人税等合計 7,434 4,617

四半期純損失（△） △210,526 △361,875

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △210,526 △361,875

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年12月31日)

四半期純損失（△） △210,526 △361,875

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 17 826

為替換算調整勘定 5,087 △8,764

その他の包括利益合計 5,105 △7,937

四半期包括利益 △205,421 △369,812

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △205,421 △369,812

（四半期連結包括利益計算書）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当第３四半期連結累計期間において、新株予約権の権利行使により資本金及び資本準備金がそれぞれ199,399千円

増加しております。

　この結果、当第３四半期連結会計期間末において、資本金299,399千円及び資本剰余金3,436,089千円となっており

ます。

前第３四半期連結累計期間
（自  2024年４月１日

至  2024年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  2025年４月１日

至  2025年12月31日）

減価償却費 6,350千円 8,227千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連結

累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

（注）のれんの償却額はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント

その他

(注)１
合計

調整額

（注)２

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)３きもの事業
ライフスタ

イル事業

ファッショ

ン事業

マテリアル

事業
計

売上高

(1）外部顧客に対する売上高 484,985 35,103 1,152,132 689,714 2,361,936 8,176 2,370,112 - 2,370,112

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
- - - - - - - - -

計 484,985 35,103 1,152,132 689,714 2,361,936 8,176 2,370,112 - 2,370,112

セグメント利益（又はセグメ

ント損失（△））
△60,626 △4,855 △11,036 △34,401 △110,920 6,744 △104,175 △145,702 △249,877

（単位：千円）

報告セグメント

その他

(注)１
合計

調整額

（注)２

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)３きもの事業
ライフスタ

イル事業

ファッショ

ン事業

マテリアル

事業
計

売上高

(1）外部顧客に対する売上高 494,736 27,955 1,119,198 621,156 2,263,047 8,186 2,271,233 - 2,271,233

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
- - - - - - - - -

計 494,736 27,955 1,119,198 621,156 2,263,047 8,186 2,271,233 - 2,271,233

セグメント利益（又はセグメ

ント損失（△））
△84,970 △6,951 17,224 △14,639 △89,337 6,300 △83,036 △199,309 △282,345

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年12月31日）

　1.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業であります。

２．セグメント利益又はセグメント損失の調整額△145,702千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用

であり、主に報告セグメントに帰属しない一般管理部門経費であります。

３．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2025年４月１日　至　2025年12月31日）

　1.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業であります。

２．セグメント利益又はセグメント損失の調整額△199,309千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用

であり、主に報告セグメントに帰属しない一般管理部門経費であります。

３．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。
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